
【形状・構造及び原理等】

＜構造図（代表図）＞

＜原理＞

採液針を注射剤容器にそれぞれ刺通することにより、二種以上の注

射液の混合を可能とする。

【使用目的又は効果】

本品は、高カロリー輸液療法の際、二種以上の注射液を採液し、

調剤したのち、密閉系輸液用器具として使用する。

【使用方法等】

二種以上の注射液を必要量バッグ内に採液して調剤した後、導液

チューブをシールし、排出口に輸液セットを連結して輸液する。

■調剤方法

1.3本の採液チューブのワンタッチクレンメを閉じる。

2.びん針のプロテクターを外して、輸液剤容器に接続する。

3.輸液剤容器をハンガーにかけた後、採液チューブのワンタッチ

クレンメを開けて、バッグ内に必要量の輸液剤を採液する。

4.採液終了後、バッグ内の空気を押し出して採液チューブのワン

タッチクレンメをすべて閉じ、びん針を輸液剤容器から抜く。

（エア抜きはあらかじめ採液チューブのワンタッチクレンメ2個

を閉じ、1個のみ開いた状態で行うと簡便にできる。）

5.チューブシャッターは仮留め状態で導液チューブに装着されて

いるので、適当な位置に合わせる（図1）。

・チューブシャッターは、一度クランプすると確実に

チューブを閉塞し、再び開くことができないように

設計されているので、取扱いの際は注意すること。

6.チューブシャッターの押圧部をカチッというまで強く押して、

導液チューブを閉塞する（図2）。

押しにくい場合は、両手で確実に押すこと。

7.クランプが終了したら、チューブ切り離しコネクターを両手で

保持し、反時計方向に 90°回転させた後導液チューブを引き離

し（図3）、バッグ側コネクター先端に添付のコネクターキャッ

プを取り付ける。

・チューブ切り離しコネクターを取り外すとコネクタ

ー内部が汚染される危険があるので、採液終了後、

チューブシャッターを確実に閉じるまでは絶対に外

さないこと。

再使用禁止

【禁忌・禁止】

＜使用方法＞

再使用禁止、再滅菌禁止
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医療機器届出番号　13B1X00101000018

機械器具　74　医薬品注入器

一般医療機器　単回使用輸液容器（JMDNコード：35127000）

【警告】

＜使用方法＞

針を用いて混注する前に、必ず混注口を清拭消毒すること。

[細菌が混入する可能性がある。]

バッグ容量 バッグタイプ
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遮　光

1000mL

2000mL

3000mL

1000mL

2000mL

3000mL

図1

チューブシャッター

図2

図3

注 意

注 意

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

［品種］

＊＊

＊＊

補助懸垂口

補助懸垂口

びん針プロテクター

びん針

導液チューブ

排出口
ピールタブ

混注口

採液
チューブ

ワンタッチ
クレンメ

懸垂口

チューブシャッター

チューブ切り離しコネクター

コネクター
キャップ

バッグ

＊＊

＊＊

＊

部品名

バッグ

混注口

排出口

チューブ切り離しコネクター

導液チューブ

採液チューブ

びん針

原材料

エチレン-酢酸ビニル共重合体（EVA）

ポリプロピレン、イソプレンゴム、EVA

EVA

ポリカーボネート

EVA

ポリ塩化ビニル（PVC）（可塑剤：トリ
メリット酸トリ（2-エチルヘキシル））

ABS樹脂、PVC（可塑剤：トリメリット
酸トリ（2-エチルヘキシル））

＜血液・体液に接触する部分の原材料＞

ハイカリックIVHバッグ
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8.添付のラベルに必要事項を記入し、バッグに貼付する。

・採液された輸液剤の量を正確に確認する場合は、秤量

すること。

・少量の薬液を混注する場合は混注口を用いること。

■投与方法

1.排出口部のピールタブをはがし、別に用意した輸液セットのプラ

スチック型びん針を排出口にまっすぐいっぱいの深さまで刺通す

る。

・輸液セットのプラスチック型びん針は排出口を傷つけ

ないようまっすぐに刺通すること。

2.バッグを輸液スタンドにかけた後、投与する。

＜使用方法等に関連する使用上の注意＞

（1）高カロリー輸液は、特に調剤時及び投与時に細菌汚染の危険性

があるので、すべての操作は汚染防止に十分な配慮をしたうえ

で行うこと。

（2）調剤の済んだ高カロリー輸液剤は、速やかに使用すること。

（3）あらかじめ接続部に緩みがないことを確認してから使用するこ

と。

（4）びん針を使用する際は、以下の事項を順守すること。

1）輸液剤容器のゴム栓の同一箇所に繰り返し刺通しないこと。

［刺通部位がくり抜かれ、針管内に詰まりが生じる、又はチ

ューブ内に混入する可能性がある。］

2）輸液剤容器のゴム栓に対し斜めに刺す、又は刺通中に横方向

の力を加えないこと。[びん針に曲がりや破損が生じる可能性

がある。]

（5）排出口に輸液セットのびん針を接続する際は、以下の事項を順

守すること。

1）ピールタブをはがしてから、排出口に輸液セットのびん針を

刺通すること。

2）メーカーによりびん針の太さが異なるため、輸液セットは、

テルモ社製プラスチック型びん針、スリムプラスチック型

びん針及び通気フィルター付プラスチック型びん針の使用

を推奨する。［排出口の内径に対してびん針が太過ぎると、

排出口が破損し、液漏れの原因となる。］

3）排出口に金属製の針型びん針を使用しないこと。［排出口が

破損し、液漏れの原因となる。］

（6）穿刺針は混注口に対し垂直に刺すこと。

（7）混注口に輸液セットのびん針を刺通しないこと。［混注口が破

損する可能性がある。］

（8）混注口から混注する場合は、必要に応じて混注後に生理食塩液

等でフラッシングすること。［全長が短い穿刺針を用いて混注

すると、薬液の一部が直ちにバッグ内に到達せずに混注口内部

に残る可能性がある。］

（9）チューブが折り曲げられた、又は引っ張られた状態で使用しな

いこと。

（10）ワンタッチクレンメを閉じる際は、チューブが確実に閉塞した

ことを確認すること。［クレンメ内でチューブがずれ、閉塞さ

れない可能性がある。］

（11）針部に直接手を触れないこと。［針刺し、感染の可能性があ

る。］

【使用上の注意】

＜重要な基本的注意＞

（1）遮光仕様を使用する場合は、配合変化を起こしやすい薬剤をバ

ッグ内に注入しないこと。［バッグ内で配合変化が発生して

も、外観の変化を確認できない可能性がある。］

（2）遮光仕様以外の品種を用いて光分解を起こしやすい薬剤等をバ

ッグ内に注入する場合は、遮光カバー（橙黄褐色ポリエチレン

製カバー等）でバッグを被覆して使用すること。［薬剤が光分

解等を起こす可能性がある。］

（3）使用中は本品の破損、接続部の緩み及び薬液漏れ等について、

定期的に確認すること。

（4）バッグ本体を鋭利な刃物等で突き刺すなど、傷をつけないよう

に注意すること。［バッグに液漏れ、空気の混入、破損が生じ

る可能性がある。］

（5）チューブを鉗子等でつまんで傷をつけないように、また、はさ

みや刃物等で傷をつけないように注意すること。［チューブに

液漏れ、空気の混入、破断が生じる可能性がある。］

（6）チューブ及びチューブと接合している箇所は、過度に引っ張る

ような負荷やチューブを押し込むような負荷、チューブを折り

曲げるような負荷を加えないこと。［チューブが破損する、又

は接合部が外れる可能性がある。］

（7）チューブと硬質部材（コネクター等）との接合部付近でクレン

メを操作しないこと。［チューブがクレンメに噛みこまれ、破

損する可能性がある。］

（8）リキャップする必要がある場合は、針刺しを防止するため、保

護具等を使用するか、プロテクターを手で持たずに台等に置い

て、プロテクターをまっすぐに被せること。［プロテクターを

傾けて被せると、びん針がプロテクターを突き抜ける可能性が

ある。］

【保管方法及び有効期間等】

＜保管方法＞

水ぬれに注意し、直射日光及び高温多湿を避けて保管すること。

＜有効期間＞

使用期限は外箱に記載（自己認証による）

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】

製造販売業者：テルモ株式会社

電 話 番 号：0120-12-8195　テルモ・コールセンター

注 意

注 意
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